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家
派
遣
、
沖
縄
と
サ
モ
ア
で
交
互
に
実

施
し
た
広
域
研
修
、
サ
モ
ア
・
ア
ピ
ア

の
近
郊
タ
フ
ァ
イ
ガ
タ
の
オ
ー
プ
ン
ダ

ン
プ
の
福
岡
方
式
に
よ
る
改
善
な
ど
を

行
い
、
第
二
期
で
は
技
術
協
力
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
サ
モ
ア
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
で

の
広
域
研
修
を
実
施
し
た
。
こ
の
間
に
、

二
国
間
協
力
で
パ
ラ
オ
、
バ
ヌ
ア
ツ
、

フ
ィ
ジ
ー
で
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
し
た
。
第
三
期
協
力
で
は
広
域

研
修
の
み
な
ら
ず
一
一
カ
国
（
フ
ィ
ジ

ー
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ソ
ロ
モ

ン
、
バ
ヌ
ア
ツ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
キ

リ
バ
ス
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
パ
ラ
オ
、
サ

モ
ア
、
ト
ン
ガ
、
ツ
バ
ル
）
の
各
国
で

具
体
的
な
活
動
を
行
う
Ｊ
―
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ

Ｍ
を
実
施
中
で
あ
る
。

　

筆
者
は
二
○
○
○
年
四
月
に
沖
縄
大

学
に
赴
任
し
、
以
後
、
沖
縄
を
ベ
ー
ス

に
熱
帯
・
亜
熱
帯
の
島
嶼
に
お
け
る
環

境
問
題
の
解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
沖
縄
大
学
赴
任
直
前
の
二
○
○

　

日
本
は
、
二
○
〇
〇
年
の
太
平
洋
・

島
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
に
大
洋
州
島
嶼
国

に
お
け
る
廃
棄
物
管
理
分
野
で
の
協
力

を
展
開
し
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き

た
。
現
在
に
至
る
協
力
の
経
緯
、
大
洋

州
島
嶼
国
に
お
け
る
廃
棄
物
管
理
の
特

色
、
主
要
理
念
と
な
っ
て
い
る
３
Ｒ
＋

リ
タ
ー
ン
、
日
本
の
協
力
の
ね
ら
い
、

今
後
の
協
力
課
題
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

●
協
力
の
経
緯

　

大
洋
州
島
嶼
国
を
対
象
と
し
た
廃
棄

物
分
野
の
日
本
の
協
力
は
、
二
○
○
○

年
の
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
と

し
て
第
一
期
協
力
（
二
○
○
○
～
二
○

○
五
年
）、
第
二
期
協
力
（
二
○
○
六

～
一
○
年
）、
大
洋
州
地
域
廃
棄
物
管

理
改
善
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｊ
―
Ｐ

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
）
の
第
三
期
協
力
（
二
○
一

一
～
一
六
年
）
と
展
開
し
て
き
た
。
第

一
期
で
は
太
平
洋
地
域
環
境
計
画
Ｓ
Ｐ

Ｒ
Ｅ
Ｐ
（
在
サ
モ
ア
）
へ
の
個
別
専
門

○
年
二
月
に
短
期
専
門
家
と
し
て
Ｓ
Ｐ

Ｒ
Ｅ
Ｐ
に
派
遣
さ
れ
、
大
洋
州
島
嶼
国

の
廃
棄
物
管
理
の
改
善
に
日
本
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
べ
き
か
と
い
う
提
言

を
行
っ
た
。
以
後
一
六
年
に
わ
た
り
、

日
本
は
大
洋
州
島
嶼
諸
国
を
対
象
に
廃

棄
物
管
理
分
野
で
継
続
的
な
協
力
を
実

施
し
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
。

　

上
述
の
よ
う
に
第
一
期
協
力
で
は
、

沖
縄
と
サ
モ
ア
で
交
互
に
広
域
研
修
を

行
い
、
ま
た
サ
モ
ア
の
タ
フ
ァ
イ
ガ
タ

の
オ
ー
プ
ン
ダ
ン
プ
の
福
岡
方
式
に
よ

る
改
善
を
行
っ
た
が
、
痛
感
し
た
の
は
、

沖
縄
は
亜
熱
帯
の
島
で
あ
り
、
島
特
有

の
廃
棄
物
管
理
問
題
の
難
し
さ
を
大
洋

州
島
嶼
諸
国
と
共
有
す
る
と
こ
ろ
が
あ

る
と
は
い
え
、
や
は
り
先
進
国
日
本
の

資
金
力
で
解
決
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
少

な
く
な
く
、
沖
縄
の
経
験
や
技
術
は
大

洋
州
島
嶼
国
に
は
採
用
し
が
た
い
面
が

多
々
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
第
二
期
の
人
材
育
成
は
、
沖

縄
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
大
洋
州
に
お

い
て
行
う
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
と
同
時
に
、
二
国
間
協
力
を
通
じ
て
、

大
洋
州
島
嶼
国
の
な
か
で
様
々
な
良
い

事
例
Ｇ
Ｐ
を
作
っ
て
い
く
努
力
を
行
っ

た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
パ
ラ
オ
に
お
け
る

Ｃ
Ｄ
Ｌ
（
容
器
デ
ポ
ジ
ッ
ト
法
制
）
の

導
入
で
あ
る
。
容
器
が
国
の
な
か
に
入

っ
て
く
る
と
き
に
デ
ポ
ジ
ッ
ト
を
徴
収

し
、
人
々
が
使
用
済
み
の
容
器
を
集
め

て
持
っ
て
き
た
と
き
に
払
い
戻
す
と
い

う
シ
ス
テ
ム
の
法
制
化
、
こ
れ
が
Ｃ
Ｄ

Ｌ
で
あ
る
。
ま
ず
パ
ラ
オ
で
導
入
さ
れ
、

そ
れ
が
良
い
事
例
Ｇ
Ｐ
と
し
て
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
諸
国
、
さ
ら
に
は
他
の
大
洋
州

島
嶼
国
に
も
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
ま

た
、
バ
ヌ
ア
ツ
の
ボ
ウ
フ
ァ
埋
立
地
の

改
善
も
福
岡
方
式
で
実
施
し
、
南
太
平

洋
の
中
心
的
な
国
で
あ
る
フ
ィ
ジ
ー
で

学
校
に
お
い
て
ゴ
ミ
教
育
を
行
う
ク
リ

ー
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展

開
し
た
。

　

そ
し
て
二
○
一
一
年
か
ら
二
○
一
六

年
に
か
け
て
の
第
三
期
は
、
一
一
カ
国

を
網
羅
す
る
広
域
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｊ
―
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
と
し
て
展
開
し
、
筆

者
は
国
内
支
援
委
員
会
の
委
員
長
を
務

め
て
き
た
。
Ｊ
―
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
で
は
、

域
内
各
国
で
の
改
善
を
同
時
並
行
で
進

め
る
と
と
も
に
、
第
二
期
で
開
発
し
た

良
い
事
例
Ｇ
Ｐ
の
担
い
手
を
域
内
専
門

◤特　集◢
太平洋島嶼国の

持続的開発と国際関係
　

大
洋
州
島
嶼
国
廃
棄
物
管
理
分
野
で
の

日
本
の
協
力
Ｊ

－

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ

桜
井 

国
俊



33　　アジ研ワールド・トレンド No.244（2016. 2）

家
と
し
て
域
内
他
国
に
派
遣
す
る
ト
レ

ー
ナ
ー
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
域
内
諸
国

の
廃
棄
物
管
理
担
当
者
を
域
内
先
進
地

域
に
派
遣
し
良
い
事
例
Ｇ
Ｐ
に
つ
い
て

学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
国
外
先
進
地
配

属
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積
極
的
に
実
施

し
て
い
る
。
域
内
各
国
は
そ
れ
ぞ
れ
固

有
の
課
題
を
抱
え
る
が
、
自
然
条
件
や

社
会
経
済
文
化
条
件
に
お
い
て
類
似
す

る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
く
、
相
互
に
学

び
合
え
る
も
の
が
多
い
。
Ｊ
―
Ｐ
Ｒ
Ｉ

Ｓ
Ｍ
が
目
指
す
の
は
、
こ
の
域
内
諸
国

間
の
協
力
（
南
々
協
力
）
の
組
織
的
支

援
で
あ
る
。

　

Ｊ
―
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
が
進
め
る
南
々
協

力
は
、
域
内
国
際
機
関
で
あ
る
Ｓ
Ｐ
Ｒ

Ｅ
Ｐ
と
連
携
す
る
こ
と
で
よ
り
効
果
的

に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
が
二
○
○
五
年
に
策
定
し

加
盟
国
で
採
択
し
た
廃
棄
物
管
理
地
域

戦
略
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
の
も
と
に
改

訂
し
、
第
二
期
期
間
中
に
新
地
域
戦
略

（
二
○
一
○
～
一
五
年
）
を
策
定
し
た
。

ま
た
現
在
、
Ｊ
―
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
の
活
動

の
一
環
と
し
て
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
に
よ
る
次

期
戦
略
（
二
○
一
六
～
二
五
年
）
の
策

定
を
支
援
し
て
お
り
、
二
○
一
五
年
末

ま
で
に
は
加
盟
国
に
よ
り
採
択
さ
れ
る

見
込
み
で
あ
る
。
加
盟
各
国
は
、
地
域

戦
略
の
枠
組
み
を
踏
ま
え
つ
つ
、
自
国

の
戦
略
を
定
め
実
施
し
て
お
り
、
Ｊ
―

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
は
国
別
戦
略
の
策
定
お
よ

び
そ
の
実
施
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
と
の
連
携
の
あ
と
ひ
と
つ

の
柱
は
、
人
材
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
Ｐ
Ｉ
Ｄ

Ｏ
Ｃ
の
整
備
と
そ
の
運
用
で
あ
る
。
Ｊ

―
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
の
活
動
を
通
じ
て
育
成

さ
れ
た
域
内
専
門
家
を
登
録
し
、
域
内

で
活
用
を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

Ｊ
―
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
は
五
年
間
の
活
動
を

計
画
ど
お
り
二
○
一
六
年
二
月
に
終
了

す
る
。
そ
こ
で
現
在
、
ポ
ス
ト
Ｊ
―
Ｐ

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
の
活
動
計
画
の
検
討
作
業
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
大
洋
州
島
嶼
国
に
お
け
る
廃
棄

物
管
理
の
特
色

　

Ｊ
―
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
の
参
加
国
一
一
カ

国
の
な
か
に
は
、
日
本
よ
り
も
国
土
面

積
が
大
き
い
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
も

含
ま
れ
て
い
る
が
、
残
り
は
小
規
模
島

嶼
開
発
途
上
国
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
呼
ば
れ
る

小
さ
な
島
国
で
あ
る
。
こ
う
し
た
小
規

模
島
嶼
開
発
途
上
国
の
廃
棄
物
管
理
に

は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

第
一
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
急
激
に
変
化
し
、
そ
れ
と

と
も
に
ゴ
ミ
問
題
も
変
化
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
島
の
ス
ペ
ー

ス
が
非
常
に
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
廃
棄

物
の
最
終
処
分
地
の
確
保
が
非
常
に
難

し
い
。
第
三
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
よ
う
に
も
量
が
ま
と
ま
ら
ず
、
ま
た

先
進
国
リ
サ
イ
ク
ル
市
場
は
遠
隔
の
地

に
あ
る
た
め
、
輸
送
コ
ス
ト
が
制
約
と

な
っ
て
多
く
の
廃
棄
物
が
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
ず
に
小
さ
な
島
に
蓄
積
し
て
し
ま

う
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
し
て
四
番

目
の
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
島
々
の
多
く

が
、
珊
瑚
礁
や
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
な
ど

の
魅
力
的
な
自
然
環
境
を
有
し
、
主
た

る
産
業
の
観
光
業
の
基
盤
と
な
っ
て
い

る
が
、
不
適
切
な
廃
棄
物
管
理
に
よ
っ

て
深
刻
な
環
境
被
害
が
出
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
の
多
く
は
、
離
島
県

沖
縄
に
も
共
通
す
る
問
題
で
あ
る
。
図

１
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
沖
縄
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
は
全
国
の
そ
れ
よ
り
も
五
ポ

イ
ン
ト
以
上
低
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
離
島
の
ハ
ン
デ
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
ま
た
沖
縄
も
、
主
産
業
は
観
光
業

で
あ
る
が
、
観
光
客
の
増
加
は
廃
棄
物

発
生
量
の
増
加
を
招
き
、
処
分
空
間
の

確
保
に
苦
慮
す
る
こ
と
と
な
る
。
不
適

切
な
処
理
・
処
分
は
自
然
環
境
を
劣
化

さ
せ
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
低
下

さ
せ
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
。
大

洋
州
島
嶼
諸
国
は
、
沖
縄
と
問
題
を
共

有
す
る
部
分
が
少
な
く
な
く
、
相
互
に

学
び
あ
う
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。
例

え
ば
、
離
島
県
沖
縄
で
は
、
パ
ラ
オ
の

よ
う
に
Ｃ
Ｄ
Ｌ
を
導
入
し
、
空
き
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
散
乱
ご
み
を
防

止
す
る
必
要
性
が
高
い
が
、
沖
縄
県
を

構
成
す
る
四
一
自
治
体
の
足
並
み
を
揃

え
る
こ
と
の
困
難
性
か
ら
、
未
だ
導
入

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

大
洋
州
島
嶼
諸
国
廃
棄
物
管
理
に
共

通
す
る
五
番
目
の
問
題
と
し
て
近
年
急

速
に
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
が
気
候

変
動
に
よ
る
災
害
多
発
と
そ
れ
に
と
も

な
っ
て
発
生
す
る
大
量
の
災
害
廃
棄
物

の
管
理
の
問
題
で
あ
る
。
近
年
大
洋
州

諸
国
で
は
明
ら
か
に
気
象
災
害
が
起
き

や
す
く
な
っ
て
お
り
、
災
害
が
起
き
る

図１　沖縄のごみ処理量とリサイクル率

（出所）　環境省 廃棄物処理技術情報。
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た
び
に
多
量
の
災

害
廃
棄
物
が
発
生

し
て
い
る
。
災
害

廃
棄
物
と
い
え
ど

も
３
Ｒ
の
考
え
に

基
づ
き
リ
サ
イ
ク

ル
・
減
量
に
努
め

な
い
と
、
貴
重
な

埋
め
立
て
地
が
急

速
に
そ
の
寿
命
を

消
尽
し
て
し
ま
う
。

　

気
候
変
動
（
地
球
温
暖
化
）
の
原
因

者
は
先
進
諸
国
で
あ
り
、
大
洋
州
島
嶼

諸
国
で
は
な
い
。
し
か
し
、
気
候
変
動

が
も
た
ら
す
影
響
は
島
嶼
諸
国
に
集
中

的
に
現
れ
る
。
こ
の
た
め
、
大
洋
州
島

嶼
諸
国
に
は
気
候
変
動
の
緩
和
策
で
は

な
く
適
応
策
が
求
め
ら
れ
る
。
Ｊ
―
Ｐ

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
で
は
、
Ａ
ｄ
ａ
ｐ
ｔ
Ｗ
ａ
ｓ

ｔ
ｅ
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
、
災

害
廃
棄
物
へ
の
計
画
的
対
処
の
実
績
を

積
み
重
ね
、
域
内
で
の
経
験
交
流
に
努

め
て
い
る
。
そ
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
は
、

二
○
○
九
年
の
サ
モ
ア
沖
で
の
地
震
・

津
波
に
よ
っ
て
生
じ
た
災
害
廃
棄
物
の

３
Ｒ
に
基
づ
く
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の

取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
の
取
り
組
み
の

重
要
な
点
は
、
そ
れ
が
Ｊ
―
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ

Ｍ
で
育
成
さ
れ
た
域
内
専
門
家
の
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、
Ｊ

―
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
の
枠
組
み
に
乗
っ
て
域

内
で
の
経
験
交
流
に
繋
が
っ
て
い
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

●
３
Ｒ
＋
リ
タ
ー
ン

　

二
○
○
九
年
以
降
、
日
本
政
府
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
ア
ジ
ア
３
Ｒ
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
か
れ
、
二
○
一
三
年
三
月
に

ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
で
開
催
さ
れ
た
第

四
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
以
降
、
大
洋
州
島
嶼

諸
国
も
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て

い
る
。
Ｊ
―
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
の
目
的
は
、

小
規
模
島
嶼
国
で
健
全
な
物
質
循
環
型

の
社
会
を
作
る
こ
と
で
あ
り
、
３
Ｒ
の

推
進
が
不
可
欠
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

入
っ
て
く
る
段
階
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

輸
入
を
規
制
す
る
。
そ
し
て
、
ゴ
ミ
を

減
量
す
る
、
再
利
用
す
る
、
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
。
し
か
し
、
島
嶼
内
で
循
環
を

完
結
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

そ
こ
で
Ｊ
―
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
で
は
、
図
２

に
示
す
よ
う
に
、
３
Ｒ
＋
リ
タ
ー
ン
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
提
唱
し
て
い
る
。

　

リ
タ
ー
ン
の
な
か
で
ま
ず
重
要
な
の

は
、
有
機
物
に
関
し
て
は
島
の
な
か
で

コ
ン
ポ
ス
ト
化
し
、
島
自
身
に
還
し
て

い
く
こ
と
で
あ
り
、
島
で
同
化
で
き
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
地
域
外
の
生
産

国
に
返
し
て
い
く
こ
と
を
追
求
す
る
。

容
器
の
デ
ポ
ジ
ッ
ト
・
リ
フ
ァ
ン
ド
シ

ス
テ
ム
の
Ｃ
Ｄ
Ｌ
は
、
域
外
生
産
国
へ

の
リ
タ
ー
ン
推
進
の
重
要
手
段
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
市
場
価
格
に
よ
り
輸

出
先
が
変
動
し
輸
出
が
不
規
則
・
不
定

期
に
な
る
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
と
っ

て
船
賃
（
輸
送
費
）
や
保
管
費
の
負
担

が
大
き
い
、
船
会
社
に
よ
っ
て
経
済
ル

ー
ト
が
決
め
ら
れ
船
舶
ル
ー
ト
が
柔
軟

性
に
欠
け
る
、
輸
出
側
と
輸
入
側
の
情

報
格
差
が
あ
り
、
輸
出
し
た
有
価
物
が

先
方
の
基
準
に
満
た
ず
受
け
取
り
を
拒

否
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
。

●
日
本
の
協
力
の
ね
ら
い

　

さ
て
、
Ｊ
―
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
に
お
け
る

日
本
の
協
力
の
狙
い
を
整
理
す
れ
ば
、

次
の
五
点
に
な
る
。

　

第
一
に
は
、
人
材
育
成
に
力
点
を
置

く
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
専
門
家
が
解

決
す
る
の
で
は
な
く
、
域
内
の
人
た
ち

が
解
決
す
る
、
そ
の
た
め
の
人
材
を
育

成
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

第
二
に
は
、
そ
の
た
め
に
良
い
事
例

Ｇ
Ｐ
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
埋
め
立
て
で
あ
れ
ば
、
福
岡

方
式
で
の
改
善
を
サ
モ
ア
や
バ
ヌ
ア
ツ

で
実
施
し
、
そ
れ
を
域
内
他
国
に
拡
げ

て
い
く
。

　

第
三
に
は
、
リ
タ
ー
ン
を
推
進
し
循

環
型
の
社
会
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
、

容
器
に
関
し
て
は
Ｃ
Ｄ
Ｌ
の
導
入
に
努

め
容
器
デ
ポ
ジ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
域
外
に
返
し
て
い
く
。
有
機
物
に
つ

い
て
は
各
家
庭
で
の
コ
ン
ポ
ス
ト
、
あ

る
い
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
コ
ン
ポ
ス
ト
を
展

開
し
て
い
く
。

　

第
四
に
は
、
草
の
根
レ
ベ
ル
の
協
力

を
重
視
し
、
発
生
源
別
分
別
に
取
り
組

ん
で
い
る
鹿
児
島
県
志
布
志
市
の
協
力

を
得
て
フ
ィ
ジ
ー
で
の
協
力
を
実
施
す

る
、
あ
る
い
は
沖
縄
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

市
民
の
会
の
協
力
を
得
て
ト
ン
ガ
の
バ

バ
ウ
で
の
協
力
を
展
開
し
て
い
る
。
ま

た
、
大
洋
州
島
嶼
諸
国
に
数
多
く
派
遣

さ
れ
て
い
る
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
連

携
し
な
が
ら
協
力
を
実
施
す
る
。

　

第
五
に
は
、
南
々
協
力
を
重
視
し
、

域
内
で
育
っ
た
人
材
に
域
内
他
国
の
問

題
解
決
に
協
力
し
て
も
ら
う
よ
う
Ｊ
―

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
（
日
本
）
が
支
援
す
る
い

わ
ゆ
る
三
角
協
力
を
展
開
し
て
い
く
。

図
３
は
Ｊ
―
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
に
よ
る
南
々

協
力
・
三
角
協
力
の
成
果
を
示
し
た
も

の
で
あ
り
、
グ
レ
ー
の
矢
印
は
良
い
事

例
Ｇ
Ｐ
を
開
発
し
た
域
内
人
材
に
他
の

国
に
出
向
い
て
も
ら
い
解
決
す
る
と
い

う
ト
レ
ー
ナ
ー
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

り
、
ま
た
青
い
矢
印
は
良
い
事
例
Ｇ
Ｐ

を
作
っ
た
と
こ
ろ
に
学
び
に
行
く
国
外

先
進
地
配
属
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

Ｊ
―
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
は
域
内
の
良
い
事
例

Ｇ
Ｐ
を
相
互
に
学
び
合
う
こ
と
に
最
大

の
力
点
を
お
い
て
進
め
て
い
る
。

　

加
え
て
第
六
に
は
、
当
初
は
予
定
し

図２　３Ｒ＋リターン

（出所）　Ｊ-ＰＲＩＳＭプロジェクトオフィス。
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て
い
な
か
っ
た
活
動
で
あ
る
が
、
前
述

の
よ
う
に
地
球
温
暖
化
の
進
行
と
と
も

に
お
き
や
す
く
な
っ
た
気
象
災
害
が
も

た
ら
す
災
害
廃
棄
物
の
管
理
を
南
々
協

力
で
進
め
て
い
る
。
Ｊ
―
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ

関
係
者
は
大
洋
州
島
嶼
諸
国
の
廃
棄
物

管
理
を
改
善
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
取

り
組
み
を
始
め
た
が
、
大
洋
州
島
嶼
諸

国
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
気
候
変
動
問

題
と
統
合
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
み
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

●
今
後
の
協
力
課
題

　

Ｊ
―
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
の
終
了
と
今
日
ま

で
の
一
六
年
に
わ
た
る
協
力
実
績
を
踏

ま
え
、
Ｊ
―
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
フ
ェ
ー
ズ
２

の
協
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
現
在
検
討

を
進
め
て
い
る
が
、
以
下
の
よ
う
な
も

の
が
今
後
の
協
力
課
題
と
な
ろ
う
。

　

第
一
に
は
、
地
域
戦
略
の
改
訂
で
あ

り
、
二
○
一
五
年
九
月
に
開
催
さ
れ
る

Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
総
会
で
承
認
さ
れ
る
見
通

し
で
あ
る
。
次
期
戦
略
で
は
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
廃
棄
物
管
理
と
気
候
変
動

を
統
合
的
に
み
て
い
く
視
点
が
入
っ
て

く
る
。
第
二
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
実
施

し
た
良
い
事
例
Ｇ
Ｐ
の
開
発
を
担
っ
た

人
材
を
域
内
で
活
用
し
て
い
く
た
め
、

人
材
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
Ｐ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｃ
を
Ｓ

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
の
な
か
に
整
備
し
て
い
く
こ

と
で
あ
る
。
第
三
に
は
、
そ
う
し
た
人

材
が
作
り
上
げ
た
良
い
事
例
Ｇ
Ｐ
を
教

材
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
い
う
形
で
ま
と
め

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
、
筆
者
ら
を
著
者
と
し

て
太
平
洋
島
嶼
諸
国
向
け
の
都
市
廃
棄

物
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
一
九
九
六
年
に

刊
行
し
て
い
る
が
、
今
回
は
筆
者
ら
域

外
の
専
門
家
で
は
な
く
、
域
内
専
門
家

が
自
ら
実
践
し
た
良
い
事
例
Ｇ
Ｐ
で
書

き
換
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
現

在
そ
の
作
業
を
展
開
中
で
あ
る
。

　

大
洋
州
島
嶼
国
は
い
ず
れ
も
小
さ
く
、

人
材
の
層
が
非
常
に
薄
い
。
小
さ
な
国

で
は
少
数
の
人
材
が
廃
棄
物
管
理
を
担

当
し
て
お
り
、
彼
や
彼
女
が
異
動
す
る

と
突
然
サ
ー
ビ
ス
が
劣
化
す
る
と
い
う

日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
状
況
が
あ
る
。

従
っ
て
、
連
続
性
の
担
保
が
極
め
て
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
協
力
す
る

側
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
連
続
性
を
担
保

す
る
と
い
う
の
も
ひ
と
つ
の
形
で
あ
る

が
、
Ｊ
―
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
を
通
じ
て
域
内

諸
国
間
に
形
成
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
が
維
持
発
展
さ
せ
、
一

国
単
独
で
は
落
ち
込
む
こ
と
が
あ
る
と

し
て
も
、
周
り
か
ら
の
刺
激
や
サ
ポ
ー

ト
で
継
続
発
展
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
、
と
り
わ
け
島
嶼
国
で
は
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

（
さ
く
ら
い　

く
に
と
し
／
沖
縄
大
学

名
誉
教
授
）

図３　南々協力・三角協力の成果

（出所）　筆者作成。
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出所：筆者作成

パラオ
　地域研修
　・3R研修（2013 年）：パラオお
　よびその他 4カ国が参加

パプアニューギニア（PNG）
　集団研修
　・廃棄物収集のための職業安全・衛生研修：
地方政府および民間企業が参加

バヌアツ
　地域研修
　・埋立地運転管理研修（2013 年）：バヌアツ
　および他 4カ国が参加
　現場訪問
　・埋立地運転管理研修（2012 年）：パプア
　ニューギニアが参加

ミクロネシア連邦（FSM）
　地域研修
　・埋立地運転管理研修（2013 年）：FSM3　
　　州およびパラオが参加
　・埋立地運転管理実践研修　　
　　（2013 年）：FSM4州およびマーシャル諸島が参加

サモア
　地域研修
　・廃棄物処理のための職業安全・衛生研修 (2013 年 )：サ
　モアおよびその他 5カ国が参加（民間企業および労働組合
　代表を含む）
　現場訪問
　・埋立地運転管理（2012 年）：パプアニューギニアが参加

フィジー
　集団研修
　・3R研修（2011 年）：フィジーの地方自治体が参加
　地域研修
　・3R研修（2012 年）：フィジーの地方自治体およびその他 4
　カ国が参加
　・学校でのごみ教育プログラム（2012 年）：フィジーの地方
　自治体およびトンガ、ソロモン諸島が参加
　・クリーン・パシフィック運動（2012 年）：フィジーおよび
　その他 8カ国が参加
　現場訪問
　・埋立地トラックスケール運転管理、3R（2011 年）：サモア
　参加
　・埋立地運転管理（2012 年）：パプアニューギニアが参加
　・3R、ごみ教育プログラム（2012 年）：ソロモン諸島および
　トンガが参加

トレーナー派遣プログラム
●埋立地運転管理（2013 年） トレーナー派遣プログラム

●研修プログラム（2012 年）トレーナー派遣プログラム
●学校でのごみ教育プログラム（2013 年）

国外先進地配属研修
●ごみ収集、3R（2012 年）

国外先進地配属研修
●埋立地運転管理研修
（2011 年）

トレーナー派遣プログラム
●災害廃棄物管理および埋立地の
運転（2014 年）

国外先進地配属研修
●トラックスケール・データ管理
（2014 年）


